


 

 

 

（２）７月２１日 

  ア 暖 域 

    津軽暖流の東への張り出しは、平年並

みの東経１４３度付近までですが、表層

付近ではさらに東へ進み、東経１４６度

付近まで達しています。 

  イ 寒 域 

    東経１４３度付近から東経１４４度付

近の水深３００～４００ｍ付近まで冷水

域が見られます。 

  ウ 解析等 

    深度５０ｍの海流分布図から津軽暖流

は、東経１４３度付近で渦を形成してい

る模様です。また、釧路沖では時計回り

の渦があり、平年より３℃前後、水温が

高くなっています。親潮と推測される 
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   流れは、北海道襟裳岬沖を南下し、東経

１４３度付近から東経１４４度付近にか

けて沈降しているもと推測されます。 

    さらに、気象庁からは親潮の面積が５

月から１９８２年の統計開始以来、最も

小さい状態が続いていると発表されてい

ます。 

（３）９月２０日 

  ア 暖 域  

    津軽暖流の張り出しは、東経１４３度

付近で平年より西寄りにあります。  

イ 寒 域 

    ７月に続いて東経１４３度付近から東

経１４４度付近の水深３００～４００ｍ 

   付近で冷水域がありますが、二つに分か

れて面積は縮小してきました。 

   ウ 解析等 

     津軽暖流の渦は西側に移動、縮小し、

東経１４２度から東経１４４度付近に 

    かけて平年より海面水温は低くなって 

 

  おり、東経１４６度付近でほぼ平年並みと 

なっています。なお、この時期も引き続き、 

親潮の面積が小さい状態が続いています。 

  

 

 

 

３ まとめ 

   ３月下旬頃までは親潮の面積は平年より 

  やや大きい状態が続いていましたが、５月 

頃からは気象庁が統計を開始して以来、最 

も小さい状態が継続しています。 

 津軽暖流については、ほぼ平年並みの張 

り出しとなっていました。 
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